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ミ ャ ン マ ー に お け る社会科 と児童 中心主義

発展途上 国 の教育発展 の 理論的 ・歴史的考察

小島文英（国際基督教大学教育研究所 ）

1．問題設定

　新制度学派 は，第三 世界がモ ダン の価値を

採用する場合，先進国家を模倣ない しそれ と

同形化する規制が存在すると い う機能的要請

に立 っ たカ リキ ュ ラ厶 の成立 と特質を主張 し

た （Benavot，Cha ，Karnens，
MeyerandWong

1991；Wong 　1992）。 その研究の
一環で，　 Wong

（1992）は， 20 世紀を通 じて，初等教育段階

で は，「歴 史」 と 「地理 」 が減少 し，統合的か

つ 広域的ア プロ
ー

チ をとる 「社会科」 が世界

的に普及 して きたこ とを際だ つ 変化と して 確

認 した。駒 ng ば この現象を，「歴史」や 「地

理 」 の 伝統的形態に よる愛国主義者の養成か

ら，論理的か つ 合理的市民と しての個人の育

成とい う，「新しし価 値体系」 と 「世界的観点」

の浸透を目的とするもの へ の 変化と解釈 した 。

　ミ ャ ン マ ーで は 1988 年 学生 と付近の若者

との小競 り合 い に 端を発 した数十万人規模の

デモ や集会に，30 年間に及び君臨したネ
ーウ

ィ ンは退陣 し，民主暫定政府の成立が期待さ

れなが ら再び国軍が全権を掌握 した 。 とこ ろ

が翌年，同政権は，社会主義政策の放棄と開

放路線へ の転換を宣言 した 。 1998 年に実施さ

れた初等教育の カリキ ュ ラ厶改訂では，「児童

中心 」
1

を方針と し，「社会科」が導入された 。

しか し，その 「社会科」 は，「地理歴史」 「道

徳公民」 「ライフ ス キル 」 の 3 つ の コ ンポ
ーネ

ン トとい う強い 「分類1 を内包する。愛国心

と国家主義精神の強調，羅列的な
一

意対応に

よる断片的な知識の 集積 改訂の
一環として

作成された教師用マ ニ ュ アル に単元ごとの 「習

熟度チ ェ ッ ク」 と して設問が提示 される明示

的な評価の形態は何を意味するの が 。

　本稿は，ミャ ンマ
ー

に おけ る 「児童中心」

とい う普遍性の波及 と具体化における乖離が

何に起因するのかの解明 を課題 とする。「児童

中心」 の 方針採択は，ミ ャ ン マ ーの 学校教育

の 発展段階とどの よ うに関連 していたの か 。

「児童 中心」 の方針それ 自体は世界的 な趨勢

にな っ て い るとはいえ ，社会主義国家また一

党独裁体制とは矛 盾するとも言える方針がな

ぜ採択 されるこ とに な っ た の か 。 ミ ャ ン マ
ー

の歴史的社会的文脈および学校教育の発展段

階との 関連を吟味 ・検討 し，1日社会主義国の

なか で も第三 世界の 国の市場経済政策へ の 転

換と初等教育段階における 「児童中心」 の方

針採択の 社会的意味 ・機能と予想される社会

的帰結に つ いて考察する。

2．学校教育の発展段階と児童中心主義

　国 民国家が成立 し，近代的学校教育が整備

され，義務教育の 普及が図られると，「平等」

とい う価値が支配 的にな り，教育機会の 拡大

とい うかたちにあらわれる。 こ の段階で は，

学校教育の体系化とカ リキ ュ ラム の 整備が進

み，教育方法が定型化される 。 産業社会の発

展に 伴 っ て，生産性の高い労働力に期待が高

まると，系統的 ・定型的な教育の あ り方や，

生産性 を重視 した教育編成に異議を唱え，新

しい教育の あ り方を追求する運動がおきる 。

それが，新教育運動や進歩主義教育であっ た

（藤田 1997）。児童中心主義の運動 1よ 資本主

義の 発展の なか で展 開された運 動で あ っ た

（Bowles　and 　Gintis訳書，2008　H）。

　天野は，
一
定期間の就学または一定の教育

内容の 習得を 「ミニ マ 厶 」 と規定 した 。 教育

発展の 初期段階に おい て ウ ェ ス テ
ージを生む

最大の基盤として，政治 ・経済 ・文化など諸

領域の要請が反映する教育的価値と しての 「ミ

ニ マ ム 」 と就学義務内容との相互のずれを指

摘した （天 野 1997）。

　藤田 1よ 分業を促進するロジッ クとして，〈市

場原理〉と 〈組織原理〉を提唱 した 。 社会内

分業の 多くは 〈市場原理〉に したが っ て進行

するが 社会主義計画経済や，政府の統制的 ・
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計画的役割が有効な場合，組織 内分業を押 し

進め る ロ ジ ッ クで ある 〈組織原理 〉が，社会

内分業の転換 ・調整の背後に ある。 〈組織原理〉

は，さらに技術的分業を促進する 〈効率原理〉

と，権限や威信の ハ イ ア ラ
ーキカル な分化を

促進する 〈秩序原理〉に区分される （藤田 1991）。

3．ミャンマ ーにおける学校教育の発展

　 1997 年当時の就学率は，政府の発表によれ

ば，80％で あっ た 。 ミ ャ ン マ
ー

の 教育を重ん

じる伝統は，僧院に おける 3Rs と仏教の 五 戒

のなかで育まれた 。 イギリス 植民地下に導入

された近代的教育制度は ，エ リ
ー

トと大衆を

二 分する温床で もあ っ た 。 革命評議会は，一

部の エ リ
ー

トを養成 した私立学校の 国有化に

よ り，分断された人民を新教育制度下 に統合

し，「ビル マ 式社会主義」建設のため の 国民形

成を図ろうと した。ネーウィ ンの教育へ の関

与は ，農民 を教育する こ とに のみ焦点化 され

た 。 そのため，すべ ての 人に基礎教育の機会

を与え る こ とに まい 進する
一

方で ，教育の 質

を犠牲に した量的拡大が押 し進められた。

4．歴史的社会的文脈 ：歴史のなかの 二 項対置

羅列的一意対応というカリキ ュ ラ厶の特徴は，

二 項対置の構造に通 じる。それは，「制限 コ
ー

ド」の属性とされる境界維持志向を含意する。

ビル マ ・ナシ ョ ナ リズ厶運動に おい て 大衆と

りわけ農民の支持 を勝ち得たの【よ その主張

が 「我々 」 と 「彼 ら」 の 違い を強調 した点に

あっ た。つ ま り，社会主義という近代思想、も，

自らの 論理に違和感なく合致する部分に おい

て新た な思想に独自の意味を付与する 「つ ま

み食い 」 であっ た （伊野 2002）。ミャ ンマ
ー

の

近現代史を， 1 ） ビル マ 人 と非 ビル マ 人， 2 ）

「我らの ビル マ人」 と 「彼らの ビル マ 人」， 3）

農業か工 業か，そ して 4 ）古参と若手 の 4 つ

の観点か らみ る。二 項対置的な意味づ けに根

ざす抵抗は，それまで の隷属関係を克服する

もの に はならず，意見対立に よる内部分裂が

繰り返された 。

5．考察 ： 境界維持志向社会における児童中心

主義

　旧社会主義国における市場原理 と組織原理

の調整は，〈効率原理〉と 〈秩序原理〉の 葛藤

が 「ミニ マ 厶 」 に 「ずれ」 と して内包 される

こ とを意味する。 安価な環境に おい て弱い 「分

類」 を扱 うに 1よ 高度な教授が求められるこ

とになる 。 普遍主義 と特殊主義の並置あるい

は境界維持の志向とい う内部矛盾 と外 との か

かわ りの相対化を求め る外的影響力の 二 項対

置は，児童中心主義の採択あるい は市場経済

制の導入 とい う抽象的力テ ゴ リ
ー
を変更 して

も，儀礼的規範と して の 区分間の 関連あるい

は世界シス テ厶 における関係性 を変更する力

には つ なが りに くい 。 境界維持志向社会に お

ける 「児童中心」 の具体化は，外的影響力に

よる内部矛盾強化の可能性もある。
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℃hild−Centered　Educationの訳に は 「子 ども中心

主義」 もあるが 戦後 日本へ の導入が初等教育段階

限定で あっ た点を重視し，本稿に おいて は 「児童中

心主義」 の充て る。それば 新教育運動の
一

つ で，
自由，自主，個性 労作，活動等を標語とし，世界

的な規模で 様々 な形態をとっ て 展開された （三 井他

1977）。なか で もDeweyの プラグマ テ ィ ックな理論

は，「問題解決」 を教育方法とする民主的生活様式

へ の道徳的実践を強調 した （Butts　and 　Cremin訳書

1977）。

II
ミャ ンマ

ー政府に よる 「児童中心」 の方針採択を

受け，社会科の設置を提言 したの は外国人専門家 （発

表者）で あっ たが その専門家はカ リキュ ラムの執

筆にはかかわらなか っ たため　ミャ ンマ
ー

国産の社

会科が検証される。その カリキュ ラム分析の 概要 に

つ いて は，教育社会学会第 60回大会発表要旨集録

および当日配布資料参照。
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